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令
和
８
年
度
の
取
組
の
ポ
イ
ン
ト
を

紹
介
し
ま
す
。

一
、
国
民
の
安
全
・
安
心
を

　
　
　
　
　
　
　

支
え
る
取
組

○
国
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
と
地
域

に
寄
り
添
っ
た
治
山
対
策
等
を
推
進

◇
災
害
へ
の
迅
速
な
対
応

・
令
和
６
年
に
栄
村
管
理
の
林
道
施
設

で
発
生
し
た
地
す
べ
り
被
害
に
対
し
、

復
旧
に
向
け
、
村
と
連
携
し
対
応
し
ま

し
た
。
ま
た
、
上
高
地
六
百
沢
で
発
生

し
た
土
石
流
に
対
し
、
昨
年
度
か
ら
本

格
的
な
復
旧
工
事
を
進
め
て
お
り
、
今

年
度
も
引
き
続
き
、
早
期
復
旧
に
向
け

て
取
り
組
み
ま
す
。

◇
災
害
予
兆
へ
の
対
応

・
大
規
模
山
地
災
害
に
備
え
、
異
常
な

天
然
現
象
の
発
生
に
対
し
、
広
域
的
、

機
動
的
な
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

◇
通
信
環
境
の
確
保

・「
低
軌
道
衛
星
通
信
」
を
活
用
し
、

山
間
奥
地
の
遠
隔
臨
場
や
土
石
流
監
視

カ
メ
ラ
を
導
入
し
て
業
務
の
効
率
化
を

促
進
し
ま
す
。

◇
緑
の
守
り
手
認
定
事
業
者
制
度

・
地
域
に
お
け
る
森
林
土
木
工
事
の
事

業
者
の
様
々
な
役
割
や
貢
献
を
「
見
え

る
化
」
し
、
広
く
住
民
の
皆
様
に
認
知

い
た
だ
け
る
よ
う
、
取
り
組
み
ま
す
。

 
令
和
８
年
度

令
和
８
年
度 

 　
 

中
部
森
林
管
理
局
の
取
組
に
つ
い
て

中
部
森
林
管
理
局
の
取
組
に
つ
い
て

令和７年９月には請負事業体協力のもと、　令和７年９月には請負事業体協力のもと、　
木曽谷の国有林において架線集材研修を実施木曽谷の国有林において架線集材研修を実施

応急的な土石流対策工として強靭ワイ応急的な土石流対策工として強靭ワイ
ヤーネットを設置  （地上高は約５ｍ）ヤーネットを設置  （地上高は約５ｍ）
現在は復旧工事を進めている　　　　現在は復旧工事を進めている　　　　

二
、
地
域
の
森
林
・
林
業
の

　
　
　

課
題
解
決
に
向
け
た
取
組

○
改
正
森
林
経
営
管
理
法
等
を
踏
ま

え
、
国
有
林
と
し
て
市
町
村
へ
の
技
術

支
援
や
民
有
林
と
連
携
し
た
施
業
の
推

進
　

国
有
林
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
活
用
し

て
、
低
コ
ス
ト
化
・
効
率
化
の
実
証
・

普
及
等
の
推
進

　

需
要
に
応
じ
た
安
定
的
な
木
材
供
給

と
需
要
の
拡
大

◇
地
域
特
性
に
応
じ
た
技
術
の
向
上

と
普
及

・
各
種
研
修
等
を
通
じ
、
地
域
の
特
性

に
応
じ
た
森
林
・
林
業
技
術
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
そ
の
普
及
に
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

上空から既存崩壊等の上空から既存崩壊等の
最新状況を確認最新状況を確認

◇
実
用
化
を
目
指
し
た
技
術
検
証

・
超
緩
効
性
肥
料
を
添
加
し
た
ス
ギ
の

コ
ン
テ
ナ
苗（
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
等
）な

ど
を
植
栽
し
、
成
長
促
進
効
果
を
検
証

し
て
お
り
、
本
年
度
も
植
栽
と
初
期
調

査
を
行
い
ま
す
。

・「
滑
ら
せ
て
近
寄
ら
せ
な
い
」
新
発

想
で
シ
カ
等
の
忌
避
効
果
の
あ
る
特
殊

樹
脂
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
検
証
を
進
め
て

い
ま
す
。

◇
樹
木
採
取
権
制
度
の
運
用

・
民
間
事
業
者
が
一
定
区
域
を
一
定
期

間
、
安
定
的
に
国
有
林
内
の
樹
木
を
採

取
で
き
る
「
樹
木
採
取
権
」
を
設
定
し
、

効
率
的
か
つ
安
定
的
な
林
業
経
営
に
貢

献
を
図
り
ま
す
。

植栽周りに特殊樹脂ネットを設置植栽周りに特殊樹脂ネットを設置
するとシカ等は滑り、忌避効果がするとシカ等は滑り、忌避効果が
見込める　　　　　　　　　　　見込める　　　　　　　　　　　
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も
踏
ま
え
、
広
葉
樹
林
の
森
づ
く
り
の

具
体
化
に
向
け
、令
和
８
年
度
は
伐
採
、

更
新
の
方
法
な
ど
に
関
す
る
検
討
や
樹

種
の
判
別
、
採
材
方
法
の
検
討
な
ど
広

葉
樹
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
研
修
を
実

施
し
ま
す
。 

◇
ス
ギ
花
粉
発
生
源
対
策
を
推
進

・
政
府
が
策
定
し
た
花
粉
発
生
源
対
策

に
お
い
て
、
令
和
15
年
度
ま
で
に
ス
ギ

人
工
林
を
約
２
割
削
減
す
る
と
さ
れ
た

こ
と
を
踏
ま
え
、
伐
採
と
植
替
え
を
進

め
ま
す
。
ま
た
、
花
粉
の
少
な
い
ス
ギ

苗
木
の
需
要
が
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
安
定
調
達
に
向
け
て

関
係
団
体
と
調
整
を
進
め
ま
す
。

◇
シ
カ
、
ク
マ
対
策

・
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
つ
い
て
は
、
委
託
事

業
等
に
よ
る
捕
獲
、
猟
友
会
等
へ
の
わ

 
三
、 

多
様
で
健
全
な

　
　
　
　
　
　
　

森
林
づ
く
り

○
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
発
揮

に
向
け
、
多
様
性
の
高
い
健
全
な
森
林

づ
く
り
を
推
進

◇
生
物
多
様
性
の
保
全
に
配
慮
し
た

　

森
林
施
業
の
実
施

・
保
護
林
な
ど
の
原
生
的
な
天
然
林
は

継
続
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
い
、
厳

格
な
保
護
、
管
理
を
図
り
な
が
ら
、
森

林
の
生
態
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
保
等

を
推
進
し
、
人
工
林
は
多
様
な
伐
期
の

設
定
、
伐
採
面
積
の
縮
小
、
分
散
等
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
面
的
な
複
層
林

施
業
等
の
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

◇
広
葉
樹
林
の
森
づ
く
り
の
具
体
化

・
広
葉
樹
の
出
材
へ
の
期
待
の
高
ま
り

　

長
野
県
内
の
国
有
林
は
、
県
土
面

積
1
3
6
万
㌶
の
27
㌫（
37
万
㌶
）を

占
め
て
い
ま
す
。
健
全
な
森
林
の
育

成
や
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、
間

伐
等
の
森
林
整
備
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

カラマツとスギが混ざり合ったカラマツとスギが混ざり合った
人工林において、帯状に伐採箇人工林において、帯状に伐採箇
所と残存箇所を配置所と残存箇所を配置
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※
令
和
８
年
度

※
令
和
８
年
度  

中
部
森
林
管
理

中
部
森
林
管
理

局
の
取
組
の
詳
細
は
、
当
局

局
の
取
組
の
詳
細
は
、
当
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、コ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、コ
ー

ド
を
読
み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ド
を
読
み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

広葉樹林の更新の方法等を広葉樹林の更新の方法等を
検討する現地検討会を実施検討する現地検討会を実施

三方向から斧で空洞三方向から斧で空洞
を空ける「三ツ紐伐を空ける「三ツ紐伐
り （みつひもぎり）」り （みつひもぎり）」

長
野
県
内
の
主
要
事
業
量

長
野
県
内
の
主
要
事
業
量

な
の
貸
し
出
し
な
ど
の
取
組
や
シ
カ
の

習
性
を
活
用
し
た
捕
獲
技
術
等
を
積
極

的
に
普
及
し
ま
す
。
ク
マ
に
つ
い
て
は

ク
マ
被
害
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
等
に
基
づ

き
、
堅
果
類
の
結
実
状
況
調
査
を
適
切

に
実
施
し
、
出
没
傾
向
に
関
す
る
情
報

の
早
期
発
信
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
人

の
生
活
圏
へ
の
出
没
防
止
の
た
め
、
地

域
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
関
係
市
町
村

と
の
連
絡
、
調
整
を
図
り
、
国
有
林
野

内
に
お
け
る
緩
衝
帯
整
備
に
向
け
た
取

組
を
推
進
し
ま
す
。

四
、
そ
の
他
の
取
組

◇
伝
統
技
術
の
継
承

・「
木
の
文
化
」
を
支
え
る
側
面
か
ら

木
曽
地
方
の
国
有
林
に
お
い
て
、
伝
統

的
な
伐
採
手
法
で
あ
る「
三
ツ
紐
伐
り
」

の
技
術
継
承
に
協
力
し
て
い
ま
す
。
こ

の
他
、「
木
の
文
化
を
支
え
る
森
」
な

ど
を
通
じ
て
伝
統
技
術
、
文
化
の
継
承

に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。
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こ
の
た
び
、
令
和
８
年
４
月
１
日
付
け
で
林
務
部

長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
長
野
県
の
林
業
・
木
材

産
業
の
振
興
、
健
全
な
森
林
づ
く
り
に
、
全
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
県
の
森
林
資
源
は
、
先
人
た
ち
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
着
実
に
育
ま
れ
、
現

在
で
は
「
育
て
る
時
代
」
か
ら
「
利
用
す
る
時
代
」
へ
と
移
り
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
豊
富
な
森
林
資
源
を
将
来
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
条
件
が
整
っ
た

人
工
林
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
間
伐
を
中
心
と
し
た
取
組
か
ら
、
主
伐
と
再
造
林

へ
の
転
換
を
進
め
る
な
ど
、「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
植
え
て
、
育
て
る
」
と
い
う
森

林
の
循
環
利
用
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
県
民
の
皆
様
が
木
や
緑
の
ぬ
く
も

り
を
身
近
に
感
じ
、
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
な
が
ら
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
組
を
一
つ
一
つ
着
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

令
和
６
年
度
に
立
ち
上
げ
た
「
木
曽
谷
・
伊
那
谷
フ
ォ
レ
ス
ト
バ
レ
ー
」
で
は
、「
木

や
森
の
『
学
び
』
と
『
暮
ら
し
』
に
会
え
る
場
所
」
を
基
本
理
念
に
掲
げ
、
新
た
な

時
代
を
支
え
る
人
材
を
育
成
し
、
県
内
外
へ
輩
出
す
る
と
と
も
に
、
豊
か
な
暮
ら
し

や
多
彩
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
、
関
係
人
口
の
増
加

に
向
け
た
取
組
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、「
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
対
策
総
合
パ
ッ
ケ
ー

ジ
」
に
基
づ
き
、「
人
身
被
害
ゼ
ロ
」
を
目
標
に

全
庁
一
丸
と
な
っ
て
体
制
を
構
築
し
ま
す
。
共
存

と
人
身
被
害
防
止
の
双
方
の
観
点
か
ら
、
地
域
ご

と
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
管
理
の
導
入
を
加
速
し
、
人
の

日
常
生
活
圏
に
侵
入
し
た
ク
マ
へ
の
的
確
な
対
応

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
８
年
度

令
和
８
年
度    

長
野
県
林
務
部
の
主
要
施
策
の
概
要

長
野
県
林
務
部
の
主
要
施
策
の
概
要

　　
〜
森
林
づ
く
り
で
未
来
に
つ
な
ぐ　

森
の
恵
み
と
ゆ
た
か
な
暮
ら
し
〜

〜
森
林
づ
く
り
で
未
来
に
つ
な
ぐ　

森
の
恵
み
と
ゆ
た
か
な
暮
ら
し
〜

令
和
８
年
度
の
取
組
の
ポ
イ
ン
ト

令
和
８
年
度
は
、
県
内
の
充
実
し
た
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
さ
ら
に
促
進
し
、

付
加
価
値
の
高
い
県
産
材
製
品
の
商
流
の
拡
大
や
安
定
供
給
の
強
化
を
図
る
と
と
も

に
、
主
伐
・
再
造
林
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
、
長
野
県
森
林
づ
く
り
指
針
の
基
本

方
針
に
基
づ
く
施
策
を
進
め
ま
す
。

本
年
度
、
重
点
的
に
取
り
組
む
施
策
を
三
つ
の
基
本
方
針
に
沿
っ
て
ご
説
明
し
ま

す
。持

続
的
な
木
材
供
給
が
可
能
な
森
林
づ
く
り

《
適
正
な
主
伐
と
計
画
的
な
再
造
林
の
推
進
》

●
主
伐
・
再
造
林
を
促
進
す
る
た
め
、
森
林
所
有
者
の

費
用
負
担
が
大
き
い
主
伐
後
の
再
造
林
や
初
期
保
育

作
業
等
に
係
る
経
費
を
引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

●
花
粉
の
少
な
い
苗
木
を
含
む
優
良
苗
木
の
生
産
拡

大
・
安
定
供
給
を
図
り
ま
す
。

●
再
造
林
の
支
障
と
な
る
林
地
残
材
の
有
効
利
用
等
へ

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
主
伐
・
再
造
林
の
推
進
に
必
要
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
を
活

用
し
た
先
進
的
な
低
コ
ス
ト
造
林
技
術
等
の
技
術
普

及
に
努
め
ま
す
。

《
林
業
就
業
者
の
確
保
・
育
成
と
林
業
事
業
体
の
経
営
強
化
》

●
新
規
就
業
者
の
確
保
の
た
め
、
移
住
者
を
含
め
た
林

業
へ
の
就
職
や
転
職
を
支
援
し
ま
す
。

●
安
全
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
林
業
技
能
検
定
の
資
格
取

得
支
援
、
信
州
伐
木
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
な
ど
林

業
就
業
者
が
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
の
整

備
を
支
援
し
ま
す
。

●
「
意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
経
営
者
」
と
な
る
林
業

事
業
体
の
経
営
改
善
や
技
術
力
向
上
の
取
組
を
支
援

し
ま
す
。

《
県
産
材
の
需
要
・
商
流
拡
大
と
安
定
的
な
供
給
体
制

の
確
立
》

●
「
信
州
の
豊
か
な
森
林
と
環
境
を
守
る
県
産
材
利
用
促
進
条
例
」
の
施
行
を
受
け
、

フォレストバレー成果発表会フォレストバレー成果発表会

林務部長

 千
ちしろ

代 　登
のぼる

　 

林務部執務室木質化林務部執務室木質化 信州伐木チャンピオンシップ信州伐木チャンピオンシップ
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●
「
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
対
策
総
合
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
基
づ

き
、
ク
マ
被
害
か
ら
県
民
の
命
を
守
り
、
暮
ら
し
の

安
全
を
確
保
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
ご
と
に
ゾ
ー
ニ

ン
グ
管
理
を
導
入
し
、
人
と
ク
マ
の
棲
み
分
け
を
徹

底
す
る
と
と
も
に
、
市
町
村
へ
の
支
援
、
人
材
育
成
・

確
保
な
ど
を
進
め
、
人
の
日
常
生
活
圏
に
侵
入
し
た

ク
マ
へ
の
的
確
な
対
応
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
林
業
被
害
防
止
の
た
め
、
侵
入

防
止
策
設
置
や
緩
衝
帯
整
備
な
ど
の
総
合
的
な
対
策

と
普
及
啓
発
を
行
い
ま
す
。

●
将
来
の
捕
獲
を
担
う
新
規
狩
猟
者
の
確
保
や
地
域
で
活
動
す
る
捕
獲
者
の
人
材
育

成
や
広
域
連
携
に
取
組
み
ま
す
。

《
災
害
に
強
い
森
林
づ
く
り
の
推
進
》

●
「
守
る
べ
き
松
林
」
等
を
明
確
に
し
、
伐
倒
駆
除
や
樹
種
転
換
な
ど
総
合
的
な
対

策
を
進
め
ま
す
。

●
山
地
災
害
を
防
止
す
る
た
め
の
治
山
施
設
等
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

県
民
が
恩
恵
を
享
受
で
き
る
森
林
づ
く
り

《
森
林
の
多
面
的
利
活
用
の
推
進
》

●
多
く
の
人
が
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」「
健
康
づ
く
り
」「
観
光
拠
点
」
等
と
し
て

活
用
で
き
る
「
開
か
れ
た
里
山
」
の
仕
組
み
づ
く
り
や
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

●
「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」
を
振
興
す
る
た
め
、
人
材
育
成
、
支
援
施
策
の
情
報
発

信
を
通
じ
て
、
創
業
や
活
動
拡
大
に
向
け
た
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

《
森
林
等
に
関
わ
る
多
様
な
人
材
の
育
成/

多
様
な
主
体
に
よ
る
森
林
の
関
わ
り
の
推
進
》

●
木
曽
谷
・
伊
那
谷
フ
ォ
レ
ス
ト
バ
レ
ー
の
取
組
の
推
進
に
よ
り
、
人
材
育
成
と
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

●
林
業
大
学
校
に
お
い
て
、
ス
マ
ー
ト
林
業
な
ど
実
践
的
で
魅
力
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
実
施
し
、
本
県
の
次
世
代
の
林
業
を
担
う
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

【
主
な
事
業
】　

※
一
部
事
業
費
再
掲

　
（
税
）森
林
づ
く
り
県
民
税
活
用
事
業（
９
億
４
１
１
２
万
８
千
円
）

　
（
譲
）森
林
環
境
譲
与
税
活
用
事
業（
２
億
７
５
６
３
万
７
千
円
）

【
主
な
事
業
】

　

ク
マ
出
没
防
止
対
策
支
援
事
業（
９
１
５
万
６
千
円
）

　

松
林
健
全
化
推
進
事
業（
２
億
２
６
５
９
万
７
千
円
）

　

公
共
治
山
事
業（
45
億
９
２
７
３
万
８
千
円
）

【
主
な
事
業
】

　
（
税
）信
州
の
森
林
づ
く
り
事
業
補
助
金（
人
工
造
林
・
初
期
保
育
の
嵩
上
げ
）

　
　
　
（
３
億
５
１
６
６
万
円
４
千
円
）

　
（
譲
）信
州
の
森
林
で
働
く
人
材
確
保
推
進
事
業（
１
４
３
５
万
２
千
円
）

　
（
税
）木
造
・
木
質
化
支
援
事
業（
６
２
０
０
万
円
）

令
和
８
年
２
月
に
改
正
し
ま
し
た
「
長
野
県
内
の
建
築
物
等
に
お
け
る
県
産
材
利

用
方
針
」
に
基
づ
き
、
施
策
を
総
合
的
に
推
進
し
、
県
産
材
の
利
用
の
促
進
を
図

り
ま
す
。

●
広
く
県
民
が
利
用
す
る
建
築
物
へ
の
木
造
・
木
質
化
を
支
援
し
ま
す
。

●
公
共
施
設
な
ど
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
供
給
・
利
用
施
設
の
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

●
信
州
ウ
ッ
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
都
市
部
を
中
心
と
し
た
県
産
材
製

品
の
販
路
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
木
材
加
工
事
業
者
な
ど
の
営
業
力
強
化
な
ど

を
図
り
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

　
（
税
）開
か
れ
た
里
山
の
整
備
・
利
用
推
進
事
業（
２
０
２
１
万
３
千
円
）

　
（
税
）森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
総
合
対
策
事
業（
３
６
５
９
万
５
千
円
）

　
（
譲
）木
曽
谷
・
伊
那
谷
フ
ォ
レ
ス
ト
バ
レ
ー
形
成
整
備
事
業（
２
０
８
８
万
１
千
円
）

県
民
の
暮
ら
し
を
守
る
森
林
づ
く
り

《
野
生
鳥
獣
対
策
の
推
進
》

※（
税
）森
林
づ
く
り
県
民
税
活
用　
（
譲
）森
林
環
境
譲
与
税
活
用（
以
下
同
じ
）

森
林
づ
く
り
県
民
税
、
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用

●
森
林
づ
く
り
県
民
税
を
活
用
し
て
、
①
森
林
の
若
返
り
促
進
と
安
全
・
安
心
な
里

山
づ
く
り
、
②
森
や
緑
、
木
の
ぬ
く
も
り
に
親
し
む
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
、

③
森
林
・
林
業
活
動
に
取
り
組
む
多
様
な
人
材
・
事
業
体
へ
の
支
援
、
④
市
町
村

と
連
携
し
た
森
林
等
に
関
連
す
る
課
題
の
解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
森
林
環
境
譲
与
税
は
、
森
林
経
営
管
理
制
度
な
ど
を
実
施
す
る
市
町
村
支
援
に
係

る
施
策
や
単
独
の
市
町
村
で
は
進
め
に
く
い
林
業
の
担
い
手
確
保
施
策
な
ど
に

主
に
活
用
す
る
こ
と
と
し
、
市
町
村
の
取
組
状
況
に
応
じ
た
支
援
を
行
い
ま
す
。 ツキノワグマ対策 緊急点検の実施ツキノワグマ対策 緊急点検の実施
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【
信
州
の
木
活
用
課
】

【
信
州
の
木
活
用
課
】

《
令
和
７
年
度
の
主
な
取
組
と
成
果
》

　

木
曽
谷
・
伊
那
谷
フ
ォ
レ
ス
ト
バ

レ
ー
の
本
格
始
動
１
年
目
と
な
っ
た
令

和
７
年
度
。
関
係
機
関
や
民
間
事
業
者

が
展
開
す
る
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

や
、
全
国
規
模
の
学
び
の
行
事
の
開
催

を
通
じ
、
フ
ォ
レ
ス
ト
バ
レ
ー
が
目
指

す
「
木
や
森
の
『
学
び
』
と
『
暮
ら
し
』

に
会
え
る
場
所
」
を
具
体
化
す
る
取
組

を
一
歩
ず
つ
進
め
て
き
ま
し
た
。

■
10
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

関
係
機
関
が
主
体
と
な
る
７
つ
の
メ

イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
木
や
森
に
関

す
る
学
び
の
質
を
高
め
、
盛
り
上
が
り

を
生
み
出
す
取
組
で
す
。
例
え
ば
「
目

指
せ
世
界
水
準
！
林
業
技
能
向
上
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
前
年
度
に
続
き
２
回

目
の
「
信
州
伐
木
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ

プ
」
を
開
催
。
県
内
の
林
業
就
業
者
や

林
大
生
21
人
が
参
加
し
、
正
確
で
安
全

な
チ
ェ
ン
ソ
ー
操
作
技
術
を
競
い
ま
し

た
。
ま
た
、「
木
工
拠
点
形
成
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
し
て
開
催
し
た
上
松
技
術
専

門
校
の
「
い
す
展
」
で
は
、
全
国
で
木

工
職
人
と
し
て
活
躍
す
る
修
了
生
の
作

品
が
並
び
、
確
か
な
技
術
と
多
彩
な
デ

ザ
イ
ン
で
来
場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
民
間
事
業
者
の
提
案
に
よ
る
３
つ
の
関
連

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
い
ず
れ
も
、
幅
広
い
参
加
者
を
対

象
に
す
る
も
の
で
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
27
名
が
多

様
な
視
点
で
「
森
と
の
関
係
性
」
を
探
っ
た
「
フ
ォ

レ
ス
ト
カ
レ
ッ
ジ
」
を
は
じ
め
、
他
の
２
つ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
も
小
学
生
や
高
校
生
、
大
学
生
等
が
参

加
し
、
里
山
の
森
林
や
木
の
も
の
づ
く
り
に
つ
い
て

実
践
的
な
学
び
を
深
め
ま
し
た
。

■
全
国
行
事
の
開
催

　

こ
の
他
に
、
自
由
で
オ
ー
プ
ン
な
地
理
情
報
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
の
祭
典
「
Ｆ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
４
Ｇ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｓ

Ｈ
Ｕ
」（
№
4
0
3
参
照
）や
、
架
線
集
材
技
術
の
最

新
の
動
向
を
学
ぶ
「
架
線
集
材
全
国
サ
ミ
ッ
ト
」（
№

4
0
4
参
照
）に
は
全
国
か
ら
多
数
の
参
加
者
が
訪

れ
、
フ
ォ
レ
ス
ト
バ
レ
ー
が
「
学
び
の
拠
点
」
を
目

指
す
う
え
で
の
大
き
な
ス
テ
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。

《
令
和
８
年
度
の
取
組
の
ポ
イ
ン
ト
》

　

今
年
度
は
、
７
つ
の
メ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
更

に
前
に
進
め
る
中
で
、
関
係
機
関
そ
れ
ぞ
れ
が
魅
力

の
向
上
に
努
め
る
と
も
に
、
新
た
に
「
フ
ォ
レ
ス
ト

バ
レ
ー
チ
ェ
ン
ソ
ー
ク
ラ
ブ
」
を
設
立
し
、
県
内
の

林
業
従
事
者
や
学
生
が
安
全
な
技
術
を
学
び
あ
え
る

場
を
創
出
し
ま
す
。

　

ま
た
、
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
新
規
に
３
件
程
度

を
採
択
し
、
多
様
な
分
野
へ
の
つ

な
が
り
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

こ
う
し
た
取
組
を
通
じ
て
、
関
係

者
の
連
携
強
化
と
幅
広
い
層
へ
の

認
知
度
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
引

き
続
き
フ
ォ
レ
ス
ト
バ
レ
ー
の
形

成
に
向
け
て
歩
み
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

「里山暮らし」ブランディング「里山暮らし」ブランディング
プロジェクトプロジェクト

フォレストバレー関係機関が主体となって進めるフォレストバレー関係機関が主体となって進める
メインプロジェクトメインプロジェクト

  ・課題発見サマースクール　　【信州大学農学部】  ・課題発見サマースクール　　【信州大学農学部】
  ・林業技能向上プロジェクト　【県（実行委員会）】  ・林業技能向上プロジェクト　【県（実行委員会）】
  ・木工拠点形成プロジェクト　【上松技術専門校】  ・木工拠点形成プロジェクト　【上松技術専門校】
  ・森林ベンチャースクール　　【事務局（県）】  ・森林ベンチャースクール　　【事務局（県）】
  ・高度専門人材育成プロジェクト　【事務局（県）】  ・高度専門人材育成プロジェクト　【事務局（県）】
  ・学びの拠点形成プロジェクト  ・学びの拠点形成プロジェクト【林業総合センター】【林業総合センター】
  ・木と森の暮らしと働き創出プロジェクト  ・木と森の暮らしと働き創出プロジェクト
  　　　　　　　　　　　　　　【木曽地域振興局】  　　　　　　　　　　　　　　【木曽地域振興局】

民間事業者等の創意工夫による民間事業者等の創意工夫による
関連プロジェクト関連プロジェクト

  ・伊那谷フォレストカレッジNEO事業  ・伊那谷フォレストカレッジNEO事業
　　　　【（株）やまとわ）】　　　　【（株）やまとわ）】

  ・  ・「里山暮らし」ブランディング プロジェクト「里山暮らし」ブランディング プロジェクト
　　　　【（株）あっとホーム 】　　　　【（株）あっとホーム 】

  ・森を削って未来を描く　  ・森を削って未来を描く　
　　　　【合同会社太太】　　　　【合同会社太太】

伊那谷フォレストカレッジ伊那谷フォレストカレッジ
NEO事業NEO事業

木工拠点形成プロジェクト木工拠点形成プロジェクト
（上松技術専門校「いす展」）（上松技術専門校「いす展」）

目指せ世界水準！目指せ世界水準！
林業技能向上プロジェクト林業技能向上プロジェクト
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【
県
産
材
利
用
推
進
室
】

【
県
産
材
利
用
推
進
室
】

　
「
信
州
の
豊
か
な
森
林
と
環
境
を
守

る
県
産
材
利
用
促
進
条
例
」（
以
下
「
条

例
」
と
い
う
。）で
は
、
県
産
材
利
用
の

促
進
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
な
推
進

を
図
る
た
め
の
基
本
的
な
方
針
を
定
め

る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
「
都
市（
ま
ち
）の
木
造
化
推

進
法
※
」
基
づ
き
「
長
野
県
内
の
建
築

物
等
に
お
け
る
県
産
材
利
用
方
針
」（
以

下
「
県
産
材
利
用
方
針
」
と
い
う
。）を

令
和
４
年
３
月
に
策
定
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
度
、
条
例
に
基
づ
く
基
本
的

な
方
針
と
し
て
、
現
行
の
県
産
材
利
用

方
針
を
条
例
の
基
本
的
施
策
を
踏
ま

え
、
本
県
の
実
情
に
即
し
た
実
効
性
の

高
い
内
容
と
な
る
よ
う
令
和
８
年
２
月

に
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

見
直
し
後
の
県
産
材
利
用
方
針
に
基

づ
き
施
策
を
総
合
的
に
推
進
し
、
県
産

材
の
利
用
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

※　

正
式
名
称
「
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る
等
の
た
め
の
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」

※　

正
式
名
称
「
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る
等
の
た
め
の
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
2222
年
法
律
第

年
法
律
第
3636
号
）
号
）

【県による率先利用】【県による率先利用】
ふるさと回帰センターの木質化ふるさと回帰センターの木質化

建築物木材利用促進協定の締結建築物木材利用促進協定の締結
　　　　　　　　　　（R8.4.9）　　　　　　　　　　（R8.4.9）

【非住宅分野での利用】【非住宅分野での利用】
飲食店の木質化飲食店の木質化

県産材利用方針について県産材利用方針について

条例について条例について

県
産
材
の
積
極
的
な
利
用
に
つ
い
て

〜
長
野
県
内
の
建
築
物
等
に
お
け
る
県
産
材
利
用
方
針
を
改
正
し
ま
し
た
〜
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トピックス

令
和
８
年
４
月
10
日
、
長
野
県
信
用
組
合
と
長
野
県
林
業
公
社
に
よ
る
「
Ｊ
‐
ク

レ
ジ
ッ
ト
売
買
に
関
す
る
業
務
提
携
」
の
締
結
披
露
が
県
庁
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式

典
に
は
黒
岩
清
組
合
理
事
長
と
新
田
恭
士
公
社
理
事
長（
長
野
県
副
知
事
）が
出
席

し
、
長
野
県
信
用
組
合
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
し
ら
か
ば
ん
」
や
長
野
県
Ｐ

Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ア
ル
ク
マ
」
も
駆
け
つ
け
華
を
添
え
ま
し
た
。

本
提
携
は
令
和
５
年
の
八
十
二
銀
行（
現
八
十
二
長
野
銀
行
）に
次
ぐ
二
例
目
。

同
組
合
が
窓
口
と
な
り
、
脱
炭
素
経
営
を
目
指
す
取
引
先
企
業
へ
公
社
創
出
の
Ｊ
‐

ク
レ
ジ
ッ
ト
を
紹
介
・
支
援
し
ま
す
。
地
元
の
森
を
地
域
企
業
が
支
え
る
「
地
産
地

消
サ
イ
ク
ル
」
を
構
築
し
、
持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

同
組
合
は
提
携
に
合
わ
せ
自
ら
１
０
０
ト
ン
を
購
入
し
、
ヒ
ノ
キ
香
る
「
特
製
・

木
製
購
入
証
」
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

黒
岩
理
事
長
は
「
環
境
経
営
に
取
り
組

む
取
引
先
に
紹
介
し
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

の
輪
を
広
げ
た
い
」
と
語
り
、
新
田
理

事
長
は
「
創
出
場
所
の
『
見
え
る
化
』

で
付
加
価
値
を
高
め
、
身
近
な
森
の
価

値
を
実
感
で
き
る
仕
組
み
を
作
り
た

い
」
と
意
欲
を
見
せ
ま
し
た
。

公
社
は
約
４
万
３
千
ト
ン
の
豊
富

な
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
保
有
し
て
お
り
、
今

後
も
地
域
金
融
と
林
業
の
強
み
を
生
か

し
積
極
的
に
販
売
を
展
開
し
て
い
く
方

針
で
す
。

け
ん
し
ん
×
林
業
公
社
が
タ
ッ
グ
！

け
ん
し
ん
×
林
業
公
社
が
タ
ッ
グ
！

地
産
地
消
の
Ｊ
‐
ク
レ
ジ
ッ
ト
販
売
で
連
携

地
産
地
消
の
Ｊ
‐
ク
レ
ジ
ッ
ト
販
売
で
連
携

■
林
務
部

　

林
務
部
長　
　
　
　
　
　
　

千
代　

登

　

林
務
部
次
長　
　
　
　
　
　

重
野　

靖

■
森
林
政
策
課

　

森
林
政
策
課
長　
　
　
　
　

丸
山　

正
徳

　

企
画
幹　
　
　
　
　
　
　
　

村
松　

義
昭

　

企
画
幹
兼
課
長
補
佐　
　
　

小
脇
美
登
理

　

主
任
専
門
指
導
員　
　
　
　

萩
原　

淳　

■
信
州
の
木
活
用
課

　

企
画
幹
兼
課
長
補
佐　
　
　

田
川　

秀
和

　

主
任
林
業
専
門
技
術
員　
　

上
田　

岳
義

■
森
林
づ
く
り
推
進
課

　

森
林
づ
く
り
推
進
課
長　
　

井
出　

政
次

　

企
画
幹　
　
　
　
　
　
　
　

神
谷　

一
成

■
佐
久
地
域
振
興
局

　

林
務
課
長　
　
　
　
　
　
　

木
次　

勲

■
上
田
地
域
振
興
局

　

林
務
課
長　
　
　
　
　
　
　

毛
受　

誠

　

企
画
幹
兼
普
及
林
産
係
長　

大
草　

素
子

■
諏
訪
地
域
振
興
局

　

林
務
課
長　
　
　
　
　
　
　

狩
戸　

知
喜

■
上
伊
那
地
域
振
興
局

　

林
務
課
長　
　
　
　
　
　
　

塚
平　

賢
治

■
南
信
州
地
域
振
興
局

　

林
務
課
長　
　
　
　
　
　
　

逸
見　

玲
子

■
松
本
地
域
振
興
局

　

林
務
課
長　
　
　
　
　
　
　

百
瀬　

直
孝

■
北
ア
ル
プ
ス
地
域
振
興
局

　

企
画
幹
兼
林
務
係
長　
　
　

田
淵　

千
春

■
北
信
地
域
振
興
局

　

林
務
課
長　
　
　
　
　
　
　

三
村　

徳
義

■
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

　

管
理
部
長　
　
　
　
　
　
　

松
井　

浩
隆

　

木
材
部
長　
　
　
　
　
　
　

太
田　

明

■
長
野
県
林
業
公
社

　

事
務
局
長　
　
　
　
　
　
　

戸
上　

学

中
部
森
林
管
理
局

人
事
異
動

令
和
８
年
４
月
１
日
付

長
野
県
林
務
部（
課
長
級
以
上
）

人
事
異
動

令
和
８
年
４
月
１
日
付

■
総
務
企
画
部

　

総
務
課
長　
　
　
　
　
　
　

都
竹　

昌
和

　

企
画
調
整
課
長　
　
　
　
　

都
築　

高
志

　

経
理
課
長　
　
　
　
　
　
　

羽
生
田
久
男

■
計
画
保
全
部

　

計
画
保
全
部
長　
　
　
　
　

津
脇　

晋
嗣

　

治
山
課
長　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

正
治

　

専
門
官（
災
害
調
整
）　　
　

野
田　

和
浩

■
森
林
整
備
部

　

森
林
整
備
部
長　
　
　
　
　

藤
平　

康
則

　

森
林
整
備
課
長　
　
　
　
　

久
保　

喬
之

　

企
画
官（
間
伐
推
進
・
木
材
需
給
対
策
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
田　

直
樹

　

企
画
官（
技
術
開
発
・
普
及
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
野
田　

学

■
北
信
森
林
管
理
署　

署
長　

屋
敷　

昌
司

■
東
信
森
林
管
理
署　

署
長　

滝　

勝
也

■
南
信
森
林
管
理
署　

署
長　

松
下　

洋

■
木
曽
森
林
管
理
署　

次
長　

中
村　

享

■
飛
騨
森
林
管
理
署　

次
長　

村
木　

英
徳

■
岐
阜
森
林
管
理
署　

署
長　

神
崎　

弘
治

■
東
濃
森
林
管
理
署   

署
長　

渡
部　

謙
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　

次
長　

村
井　

千
秋

■
愛
知
森
林
管
理
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
長　

山
下　

正
輝

■
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
長　

谷
澤　

恭
子

■
木
曽
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
長　

古
瀬　

美
樹

長野県アルクマ長野県アルクマⒸⒸ
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長
野
県
林
業
職
員
協
会
は
、
森
林
組
合

や
市
町
村
林
務
担
当
職
員
が
会
員
と
な
り
、

長
野
県
の
美
し
い
森
林
を
未
来
に
引
き
継
ぐ

方
策
を
見
出
す
こ
と
を
目
的
に
、
研
修
会
や

会
員
相
互
の
交
流
の
場
を
設
け
て
、
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
ま
す
。

令
和
８
年
３
月
27
日
、
長
野
県
林
業
セ

ン
タ
ー
ビ
ル
に
て
長
野
県
林
業
職
員
協
会
令

和
８
年
度
通
常
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

山
下
会
長
を
議
長
に
議
事
が
行
わ
れ
、

第
１
号
議
案
令
和
７
年
度
事
業
報
告
及
び
収

支
決
算
書
の
承
認
か
ら
第
４
号
議
案
の
役
員

改
選
ま
で
審
議
の
上
、
原
案
ど
お
り
承
認
、

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
は
、
林
業
基
本
問
題
研
究

会
と
し
て
、
9
月
に
岐
阜
県
飛
騨
高
山
地
域

に
て
欧
州
型
作
業
道
と
広
葉
樹
活
用
の
取
組

み
を
役
員
９
名
で
視
察
し
た
ほ
か
、
11
月
に

開
催
し
た
県
大
会
で
は
、
佐
久
市
春
日
温
泉

を
会
場
に
林
業
技
術
競
技
会
と
森
林
認
証
制

度
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
中
部
５

県
職
連
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
新
潟
県
）
や
全
職

連
全
国
研
究
集
会
（
栃
木
県
）
に
参
加
す
る

な
ど
、
他
県
の
取
組
み
に
触
れ
る
機
会
の
多

い
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
役
員
改
選
に
よ
り
、
木
曽
森
林

組
合
の
上
垣
外
浩
平
新
会
長
の
下
、
新
役
員

11
名
体
制
で
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

県
内
８
つ
の
協
同
組
合
団
体
が
協
同
組

合
間
連
携
を
深
化
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
研

修
会
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
活
動
を
し
て
い

る
、
長
野
県
協
同
組
合
連
絡
会
の
第
56
回
通

常
総
会
が
４
月
８
日
に
Ｊ
Ａ
長
野
県
ビ
ル

（
長
野
市
）
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
、
長
野
県
森
林
組
合
連
合
会
・
藤

原
忠
彦
代
表
理
事
会
長
（
連
絡
会
会
長
）
か

ら
挨
拶
が
行
わ
れ
た
後
、
第
１
号
議
案
「
令

和
７
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
の
承

認
に
つ
い
て
」
に
始
ま
り
、
第
４
号
議
案
ま

で
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
審
議
の

う
え
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
協
同
組
合
連
携
機
構
の
伊
藤
治
郎

常
務
理
事
か
ら
「
２
０
２
５
国
際
協
同
組
合

年
の
成
果
と
課
題
」
と
題
し
、
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

長
野
県
林
業
職
員
協
会
令
和
８
年
度
通
常
総
会

長野県協同組合連絡会
第56回通常総会

IYC2035 に向けて、よりよい世界を協同の力で
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ス
マ
ー
ト
林
業
に
関
す
る
技
術
は
日
進

月
歩
で
あ
り
、
業
務
効
率
化
に
活
か
し
て
い

く
た
め
に
は
Ｇ
Ｉ
Ｓ
等
の
基
礎
的
な
技
術
を

習
得
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
技
術
へ
の
対

応
と
業
務
へ
の
応
用
力
が
不
可
欠
で
す
。

県
内
で
は
多
く
の
組
織
で
Ｑ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
や

戦
後
植
栽
さ
れ
た
森
林
資
源
を
活
用
す

べ
く
、
主
伐
・
再
造
林
施
業
が
長
野
県
内
で

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
地
形
条
件
や
再
造

林
に
か
か
る
費
用
に
対
す
る
懸
念
か
ら
、
地

域
に
よ
っ
て
は
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
す
。

そ
う
し
た
背
景
か
ら
こ
の
度
、
主
伐
・

再
造
林
施
業
の
先
進
地
に
お
け
る
ノ
ウ
ハ
ウ

を
県
内
森
林
組
合
間
相
互
の
連
携
に
よ
り
普

及
す
べ
く
、
長
野
県
林
務
部
の
主
伐
・
再
造

林
条
件
整
備
事
業
を
活
用
し
、
主
伐
・
再
造

林
施
業
を
希
望
す
る
森
林
組
合
に
対
し
伴
走

支
援
を
実
施
し
ま
し
た
。

対
象
と
な
っ
た
の
は
諏
訪
森
林
組
合
と

北
ア
ル
プ
ス
森
林
組
合
で
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
南
佐
久
中
部
森
林
組
合
の
新
津
清
秀

参
事
と
上
伊
那
森
林
組
合
の
吉
田
康
二
参
事

に
依
頼
し
ま
し
た
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
対
象

組
合
へ
訪
問
し
、
施
業
現
場
で
の
現
地
検
討

な
ど
を
通
じ
て
事
業
の
進
め
方
に
つ
い
て
助

言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
先
進
地
視
察
と
し
て
、
南
佐
久

中
部
森
林
組
合
と
上
伊
那
森
林
組
合
の
主
伐

施
業
地
に
そ
れ
ぞ
れ
訪
問
し
、
作
業
シ
ス
テ

ム
や
山
土
場
で
の
仕
分
け
方
法
の
ほ
か
、
所

有
者
へ
の
提
案
方
法
な
ど
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び

ま
し
た
。
視
察
に
は
事
業
担
当
職
員
の
ほ
か

技
能
職
員
も
参
加
し
、
使
用
し
て
い
る
林
業

機
械
の
操
作
感
や
造
材
で
の
注
意
点
な
ど
細

部
に
わ
た
り
質
問
が
相
次
い
で
い
ま
し
た
。

他
の
地
域
の
組
合
と
の
交
流
が
あ
ま
り

実
現
で
き
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
で
抱
え
る

課
題
解
決
の
糸
口
と
し
て
組
合
間
連
携
の
重

要
性
を
再
確
認
し
、
今
後
の
指
導
事
業
の
参

考
と
な
り
ま
し
た
。

Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
測
量
技
術
の
活
用
が
進
ん
で
き
て

い
る
こ
と
か
ら
、
本
年
度
、
長
野
県
森
林
組

合
連
合
会
で
は
、
基
礎
技
術
の
研
修
会
に
加

え
て
、
ド
ロ
ー
ン
（
Ｕ
Ａ
Ｖ
）
空
撮
画
像
に

よ
る
森
林
測
量
や
資
源
情
報
把
握
、
Ｑ
Ｇ
Ｉ

Ｓ
を
活
用
し
た
応
用
編
の
研
修
会
を
開
催

し
、
更
な
る
技
術
レ
ベ
ル
の
向
上
を
図
り
ま

し
た
。

１
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た
「
ド
ロ
ー
ン

測
量
研
修
会
」
で
は
、
令
和
８
年
度
か
ら
、

造
林
補
助
金
の
事
業
エ
リ
ア
の
面
積
測
量
で

ド
ロ
ー
ン
空
撮
画
像
活
用
が
可
能
と
な
る
こ

と
を
踏
ま
え
て
、
ド
ロ
ー
ン
飛
行
に
関
す
る

基
礎
知
識
と
飛
行
の
実
習
、
空
撮
画
像
に
よ

る
測
量
や
現
場
管
理
、
測
量
成
果
の
造
林
補

助
申
請
へ
の
活
用
方
法
を
習
得
し
た
ほ
か
、

２
月
６
日
に
開
催
の
「
森
林
資
源
情
報
把
握

研
修
会
」
で
は
、
ド
ロ
ー
ン
空
撮
画
像
を
活

用
し
た
資
源
情
報
把
握
手
順
の
Ｑ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
プ

ラ
グ
イ
ン
に
つ
い
て
も
紹
介
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
昨
年
好
評
だ
っ
た
「
Ｑ
Ｇ
Ｉ
Ｓ

高
度
活
用
研
修
会
」
を
「
業
務
で
使
う
Ｑ

Ｇ
Ｉ
Ｓ
ｖ
ｅ
ｒ
．
３
完
全
使
い
こ
な
し
ガ

イ
ド
」
等
の
著
者
で
あ
る
エ
ア
ロ
ト
ヨ
タ
株

式
会
社
の
喜
多
耕
一
氏
を
講
師
に
招
き
開
催

し
、
Ｑ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
応
用
的
な
活
用
方
法
を
習

得
す
る
と
と
も
に
、
参
加
者
の
日
常
の
課
題

等
を
共
有
し
、
そ
の
課
題
を
解
決
し
て
い
た

だ
く
形
で
実
践
的
な
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

当
会
で
は
今
後
も
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
や
ド
ロ
ー

ン
、
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
測
量
に
と
ど
ま
ら
ず
、
現
場

で
役
立
つ
新
た
な
技
術
の
普
及
を
進
め
て
参

り
ま
す
。

主
伐
・
再
造
林
の
実
施
に
向
け
た

伴
走
支
援
を
行
い
ま
し
た

ス
マ
ー
ト
林
業
技
術
実
践
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
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４
月
14
日
安
曇
野
市
三
郷
の
も
く
り
ゅ

う
館
に
て
「
長
野
県
森
林
組
合
連
合
会　

職

員
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
中
行
わ
れ
た
労
働
安
全
衛
生
推
進

大
会
で
は
、
講
師
に
新
保
労
働
安
全
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
事
務
所
新
保
修
司
所
長
を
迎

え
、
Ｋ
Ｙ
Ｔ
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
午
後
か

ら
は
、
農
林
中
央
金
庫
関
東
業
務
部
傍
士

貴
弘
長
野
県
担
当
部
長
を
講
師
に
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
会
を
行
い
、
最
後
に
森
林

認
証
の
教
育
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

労
働
安
全
衛
生
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

の
遵
守
は
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
や
組
織

と
し
て
の
信
用
を
築
く
も
の
で
あ
り
、
役
職

員
一
人
ひ
と
り
が
意
識
徹
底
す
る
こ
と
で
、

資
質
向
上
や
業
績
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

改
め
て
日
々
の
仕
事
を
見
つ
め
直
す
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

４
月
20
日
か
ら
21
日
に
か
け
て
安
曇
野

市
三
郷
の
も
く
り
ゅ
う
館
を
会
場
に
、
令
和
 

８
年
度
森
林
組
合
初
任
者
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
本
研
修
会
で
は
、
組
合
職
員
と
し

て
働
く
う
え
で
必
要
な
知
識
や
マ
ナ
ー
を
学

ぶ
場
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
年

は
６
つ
の
森
林
組
合
と
県
森
連
か
ら
13
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

例
年
、
長
野
市
を
会
場
に
開
催
し
て
き

ま
し
た
が
、
県
内
各
地
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
と

木
材
流
通
に
つ
い
て
木
材
セ
ン
タ
ー
視
察
を

研
修
内
容
に
加
え
た
こ
と
か
ら
会
場
が
変
わ

り
ま
し
た
。

初
日
は
長
野
県
森
連
か
ら

「
森
林
組
合
の
事
業
」
を
長

野
経
済
研
究
所
塩
原
枝
麗
主

任
か
ら
「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

の
基
礎
知
識
」
に
つ
い
て
学

び
、
２
日
目
は
長
野
県
林
務

部
信
州
の
木
活
用
課
担
い
手

係
斉
藤
方
彦
課
長
補
佐
か

ら
「
長
野
県
の
森
林
・
林
業
・

木
材
産
業
・
森
林
サ
ー
ビ
ス

産
業
と
皆
様
へ
の
期
待
」
説

明
い
た
だ
き
、
中
信
木
材
セ

ン
タ
ー
青
栁
良
宏
所
長
か
ら

「
木
材
セ
ン
タ
ー
と
材
に
つ

い
て
」
説
明
の
ほ
か
、
長
野

県
森
連
か
ら
「
森
林
組
合
の

会
計
」「
森
林
組
合
職
員
に

求
め
ら
れ
る
も
の
」
と
森
林

組
合
職
員
と
し
て
業
務
を
行

う
際
に
必
要
な
知
識
や
心
構

え
を
学
び
ま
し
た
。

地
域
の
森
林
を
守
り
育

て
、
活
か
し
て
い
く
最
前

線
に
立
つ
森
林
組
合
職
員
に

は
、
林
業
の
知
識
だ
け
で
な

く
、
関
係
法
令
や
補
助
金
制

度
、
木
材
市
況
な
ど
幅
広
い

研
鑽
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
地

域
の
森
林
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
に
成
長
す
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

長
野
県
森
林
組
合
連
合
会

職
員
研
修
会

森 林 組 合 初 任 者 研 修 会森 林 組 合 初 任 者 研 修 会
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県森連HPでは市売情報を写真付きで随時更新しております！県森連HPでは市売情報を写真付きで随時更新しております！

最新の市況表もご覧いただけますので、納材や入札の検討にご活用ください！最新の市況表もご覧いただけますので、納材や入札の検討にご活用ください！

 「長野の林業」のバックナンバーもこちらから♪ 「長野の林業」のバックナンバーもこちらから♪

信州は、加速度的に春の陽気になり、桜は各地で咲き誇り、木々の芽吹きが山肌を彩った４月の

県内各木材センターの市売では、カエデやエンジュ、クルミ、ホオなどの良材に高値がつくなど、

広葉樹を中心に応札が集中し活気ある結果となりました。

一方、悪化する中東情勢の影響で石油由来の原材料調達が困難になり、住宅需要の落ち込みに拍

車をかけるに留まらず、接着剤等を使用する集成材や合板向け丸太を中心に需給が見通せない状況

となっています。

各木材センターでは、需給に応じた仕分け・椪積みをしてまいりますの

で、これから伐採を計画されている方はご相談ください。引き続き、集荷

のご協力をお願いいたします。

【長野県森林組合連合会は合法木材に取り組んでおります】

合法木材供給事業者の登録をお願いするとともに、出荷の際には、納品書に合法木材認定番号を

記載し、令和７年４月１日施行の「クリーンウッド」法に伴い、合法的に伐採された木材であるこ

との証明する書類（伐採届、森林経営計画認定書 等）の提出をお願いいたします。

※安全のため荷下ろし・積込の際には車止め、またヘルメットの着用をお願いします。

長野県森連

長野県の木材市況


